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工営門の大講堂で，主に理四部ミ工等親の關係者約200名が集まった．題は

“Two　elementary　problems　in　dynamics”NSいふのであって，天文學的に

はPeriodic　orbitの或る特殊例ξ見るべき興味深いものであった．講演後

暫く休憩して，教授は総長圭催の晩饗會場（樂友會館）に行かれた．一期

の間に，自分は英子をつれてホテルへBirkhoff夫人を迎へに行き，6時に

は亦晩餐會場に案内した．晩餐會はBirkhoff氏夫妻を主賓ざして，撒學物

理二天文學地球學丁丁の諸教授で，総計約三十名，うち解り’f　igであっf

　24日，朝8時50分，Birl〈hoff教授夫妻退京，神戸へ向はれ，西内松本雨教

授ξ共に自分等は之れを三途っt．Birkh醍氏は今春ドdッ國ベルリン大

平に招かれて撒學の講演に行かれる途上である．

　Birkhoff教授を迭つた翌日，自分は室の一隅に同教授の著書The　Origin，

Nature　and　Infiuence　of　Relativityを獲見した．

コムストク敏授の來朝

山　本一　清

　去る二月の初め，或る日の夕刊新聞に，President丁ackson　a・ふ船で米

國からComstock博士夫妻が横町へ來著しナこミのニウスが載ってゐナこので

京都へも必ず門下されるこεε思ひ，新城教授は東京逡の天文關係へ，自

分は東京京都のホテルあたりへ聞き合せて見たけれさ，一寸，京都着の日

取りがわかりかねた．しかるに10日の夕刻，京都のミヤコ・ホテルにより同

教授夫妻が前日に來着されたεの通知を受けfc．

　　　　　　今寺　　　　＊　　　　　→ξ　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊　　　　　憩　　　　　菅

　G．D，　Comstock博士は1887年から1921年まで前後35年間，米國Wisconsin

州立大閤（Madison市）天文學教授ε同天文肇長の職にあった入であって

先年，其の職をJoel　Stebbins博士に譲って退隠したが，學界に於いては’今

樹ほ重きをなし，現に米國天文學會（American　Astronomical　Society）の會

長（President）である．　Madisonの天文皇は自分が滞米中1923年五月に親し

く訪問しナここεがあり（「天界」第35號第366頁参照），其の節Stebbins博士
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の款待を受けて，亡子宅に一・凹したこミもあるが，門下Colnstock老陣士

は欧洲品行中で自分は會はなかった．しかし1924年八月には米國東部の

Dartmouth　Collegeで開かれた米國天文學會線會に出席して，自分はCom。

st㏄k氏に會つたこミがある．

　Cmstock氏は若い頃カリフ才ルニア州L｛ck天文皇の創立後間もない

頃に居て，始めてLickの子午環を使用し，緯度の観測な♂した人であるが，

　　　　　　　コムストク教授　荒木助教授　山本
　　　　　　　　　山本夫人　コムストク夫人

Madisonに移ってからは隔心に大氣屈折の観測や理論研究をし，叉，部下

のFlint教授ε共に恒星視差の子午線観測な♂やった．近年は：：pt星や微

光星の固有蓮動なさで名を内外に馳せてみた入である．かってTextbo．）k　of

Field　Astronolnyεいふ良い書物を書いた人であって，自分も根生時代か

ら此の著書によって其の名を知ってみた，

　　　　　　米　　　　　＊　　　　　＊　　　　　菅　　　　　＊　　　　　x　　　　　契　　　　　＊

　二月十［1の夕，自分ミ新城教授ミはホテルへ行って，Comstock氏夫妻に

會ひ，丁丁の意を表はし，明il大學天文皇に迎へる事な走孫勺束した．
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　劉1日は紀元節であったが，自分は英子ミ共に大弓の自動車を以って，

同志杜のMlss　Denton方へ午饗に招かれてゐ乖Comstock氏夫妻を迎へ

に行き，大字では先つ新城教授ミ同道して，一i同，総長室に案内し，総長の

挨拶があっk後，自分は夫妻を天文皇に案内しtこ．（新城教授は此の日非常

に多忙で，此の後，他行せられナこ．）

　天文皇では休日に拘らす荒木助教授も出て來られtので，：休憩室で暫く

談笑したが，其れから自分は30センチ赤道儀，33センチ反射機，18センチ

赤道儀46センチ反射機，分光太陽四丁平等を見せナこ．此の序でに，自分

は30センチに附属してみるmicrometerが特殊な型なので，其の下敷な使

用法を『御存じありませんか？』ミ聞いて見tが，．教授は可なり考へられt

末，『わかりません』ε言はれた．一此の口は夕暮に夫妻をホテルに回り届

けナこ．

　9．　12口は日曜であったが，朝九時過ぎ，新城教授ε自分ごはホテルに

Comstock夫i妻を訪ひ，附近の智恩院，圓山公園，八坂紳杜あたりを散歩．

雪解けで道路は可なりひ3かったが，歩きながら主客は學問上の色々の話

しをしナこ．一新城教授は此の夜上京．

　次の13日には午前中，英子がComs亡ock氏夫妻を市中に案内して，買び

物なS“の世話をした．夫妻は此の日午後4時獲の列車で紳戸へ向はれたの

で自分は英子ε共に之れを停車場に見回つt．

　教授夫妻は之れから支那や印度を縄て，五月頃等等イタリア上陸し，七

月にはオランダ國ライデンの天文同盟縮會に列席される筈．

　　　　　　　　650センチ大反射鏡の製作中止

　二丁Wilson山の天文皇の「100吋」や「60吋」反射鏡を作ったG．　W．　Ritchy

氏が1923年から佛國Paris天文肇に招かれて，　Dina氏の寄附による650セ

ンチ（250吋）大反射鏡を製作中であったこεは既に「天界」第58號第439頁

に記されてあるが，近着報によれば此の大計書は今般寄附者Dina氏によ

って放棄されナこミいふ．從って世界第一一の大反射鏡は依然εして　Wilson

山の「100吋」であるわけである．


